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（上手ら，2003；井上ら，2013；深川，2014；林ら，
2015；渡部ら，2017；石黒，2018） から記録されて
いる．筆者は本州本土の初記録となる山口県におい
て採集したので報告する．

 
1 ♂，山口県長門市油谷後畑，5. XI. 2019，筆者

採集・保管．

本種を確認した環境は，日本海に面した棚田上部
に位置した明るく開放的な溜池である．岸辺はおお
むね垂直の素掘りであるが，池の奥の沢の流入部に
は土砂が堆積し，イネ科草本が抽水状態で生育して
いる （図 3）．本種はそのイネ科草本の繁茂する浅瀬
で 1 個体が確認された．これまで八重山諸島を除く
生息地での記録はいずれも 1 個体のみの確認であり，
渡部ら （2017） はその採集状況から「同地 （愛媛県）
に定着している可能性は低く，移動性の高い種と推
測される」と考察している．今回調査した溜池では，
採集開始後間もなく本種が得られたため複数個体の
確認を期待したものの，その後は多数のチビゲンゴ
ロウが採集されるばかりで追加個体は得られなかっ
た．そのため，他の採集地同様に同地に定着してい
る可能性は低いと考えられる．同地で採集された理
由として，2019 年には山口県を複数の台風が通過
もしくは接近したことから，南方より飛来したので
はないかと推測している．しかし，中島ら （2020） は，
生活史の詳細は不明としながらも「温度環境の変化
などにより分布域が北上している可能性がある」と
指摘しており，今後の動向が注目される．

最後に，本種の同定に関する助言をしていただい
た石川県ふれあい昆虫館の渡部晃平氏，文献の収集
および報文作成の助言をしていただいた環境科学大
阪株式会社の森正人氏に厚くお礼を申し上げる．
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【短報】黄褐色のオガサワラホソクシコメツキの記録
オガサワラホソクシコメツキ Priopus boninensis  

（Van Zwaluwenburg, 1957） は，小笠原諸島固有の種
である．小笠原諸島に生息するコメツキムシの中で
は，オガサワラツヤケシコメツキに続いて個体数が
多いが，その色彩については黒褐色～黒色のものば
かりで，それ以外の色彩については知られていな
かった．筆者は，黄褐色の個体を検することができ
たので，色彩変異の事例
として写真を付けて報告
しておきたい．報告する
にあたって，標本をご提
供いただいた，松本俊信
氏に厚くお礼申し上げる．

1 ♂，小笠原諸島父島
巽 谷 ～ 西 海 岸，31. VII. 
1996，松本俊信採集．

本種は，上翅が茶褐色
になる個体は少ないなが
ら観察されるが（未発
表），体全体が黄褐色と
なる個体を観察したのは
これが初めてである．

（鈴木　亙　211–0031　川崎市中原区木月大町 6–1
　法政大学第二高等学校生物科）

図 3．確認環境．

図 1．黄褐色のオガサワラホ
ソクシコメツキ，♂．


